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本稿では小学校教育へのスムーズな接続に向け, 小学校 「生活科」 と 「家庭科」 及び幼稚園 「5 領域」 の内容を比較し, 
その対応関係から, 環境整備の 1 つとして図書教材を提案した。 学習内容の比較では 「生活科」 の学習内容が幼稚園 「5 
領域」 の, 特に 「健康」 「人間関係」 「環境」 の内容と類似している点が多いことが分かった。 また, 「健康」 「環境」 の内
容の中には, 「生活科」 の内容には見当たらないが 「家庭科」 の内容と類似する点があることも分かった。 今後は生活科
の学習に組み込むべき内容の検討, もしくは低学年からの 「家庭科」 の導入の検討を図ることが課題となった。 図書教材
の提示には学校図書館用ガタログを使用し, 活用可能な図書を抽出したが, 「生活科」 の内容を網羅することは難しいこ
とが分かった。 今後は幼小連携の環境整備に偏り を補える教材の充実が課題である。 
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1 . 研究の背景と目的
1989年の学習指導要領の改訂に伴い新設された生活科
は, この30年の間に様々な角度から研究が続けられてい
る。 生活科の特性を活かし, 就学前と就学後の段差をい
かに滑らかに接続させるかについて, 「幼小連携」 を視
野に入れた研究 (末藤2010, 伊勢2016, 加納2017など) 
は数多く みられる。 また, 小学校の学習内容から, 各教
科間の関連や接続を検討した研究 (福士2014, 藤井 ・ 野
田2016, 松田・ 山田2016など) も蓄積されてきた。永田・ 
鈴木 (2017) は, 小学校家庭科の学習と生活科の学習に
おける内容の類似点を明らかにするとともに, 家庭科か
らみた生活科の実践や教材の少なさを指摘し必要性を示
した。 高橋 ・ 鎌野(2000a, b) は, 幼小一貫教育の有効
な教材として生活科の学習の先行体験に伴う, 絵本環境
の再整備を提案し, 具体的な教材と成りう る絵本リスト
を作成した。 これらは近隣の図書館が所有する書籍を分
析対象とし, 生活科の学習内容と照らし合わせ合致した
絵本をリスト アップしたものであった。 莫大な書籍を所
有する図書館から教材を探すことは容易なことではない
という背景による。 そのため, 活用可能な図書教材が示
された研究成果は大きいと言える。 こういった教科間の
分析研究や 「幼小連携」 における教材の提案は, 生活科
が果たすべき役割と可能性に示唆を得ることができよう。 
加えて2017年改訂の学習指導要領において, カリキュラ
ムマネジメ ントの重要性が明示されたことからも, 幼稚
園 , 小学校, さらに中学校を含むカリキュラム編成のた
めの研究は, 今後ますます蓄積を要する事項であると考
え るo
そこで本研究では, 小学校生活科と中学校へとつなが
る家庭科及び, 就学前にあたる幼稚園教育の学習内容の
比較を通して, 生活科の現状と課題を考察する。 さらに
結果をもとに, 教材の必要性を考慮し図書教材の提案を
行う。 
2 . 研究の方法
生活科と家庭科及び幼稚園教育の学習内容の比較につ
いて, 分析対象の資料は, 小学校学習指導要領 (文部科
学省2017a, b, c) , 幼稚園教育要領 (文部科学省2017d, 
2018) である。 図書教材の提案について, 分析対象の資
料は, 学校図書館の図書購入に活用されるガタログとす
る。 これらは幼児から高校生までを対象に, 学習に役立
つ図書として紹介されており, 概ね書店を通して各学校
園に配布されているものである。
分析は学習内容の比較, 図書教材の提案共に, 教科教
育を専門とする大学教員, 小学校教員経験者の2 名で行っ
た。 
3 . 結果と考察
3.1 生活科と家庭科及び幼稚園教育における内容
2017年版小学校学習指導要領は, 2020年度全面実施に
向け先行実施中である。 生活科の内容をみると, 3 つの
階層が示され, その中に(1) から(9) の学習内容が位置付
けられた。 第1 の階層は 【学校, 家庭及び地域の生活に
関する内容】 として(1)学校と生活, (2)家庭と生活, (3) 
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地域と生活, の内容である。 第2 の階層は 【身近な人々, 
社会及び自然と関わる活動に関する内容】 として(4)公
共物や施設の利用, (5)季節の変化と生活, (6) 自然や物
を使った遊び, (7)動植物の飼育 ・ 栽培, (8)生活や出来
事の伝え合い, の内容である。 第3の階層は 【自分自身
の生活や成長に関する内容】 として(9) 自分の成長, の
内容である。
家庭科の内容は, 「A家族・ 家庭生活」 として(1) 自分
の成長と家族・ 家庭生活, (2)家庭生活と仕事, (3)家族
や地域の人々との関わり, (4)家族 ・ 家庭生活について
の課題と実践, の4項目, 「B衣食住の生活」 として(1) 
食事の役割, (2)調理の基礎, (3)栄養を考えた食事, (4) 
衣服の着用と手入れ, (5) 生活を豊かにするための布を
用いた製作, (6)快適な住まい方, の 6項目, 「C消費生
活と環境」 として, (1)物や金銭の使い方と買物, (2)環
境に配慮した生活, の 2 項目で構成された。
一方, 幼稚園教育は2018年 4 月より, 2017年版幼稚園
教育要領が全面実施されている。 教育の内容は幼児の発
達の側面から枠組みされた5 つの領域が示されている。 
心身の健康に関する領域と して 「健康」, 人との関わり
に関する領域と して 「人間関係」, 身近な環境との関わ
りに関する領域として 「環境」, 言葉の獲得に関する領
域と して 「言葉」, 感性と表現に関する領域と して 「表
現」 の5 つである。 その内容は各領域のねらいを達成す
るために指導すべき事項と してそれぞれ示されている。 
以降, 幼稚園教育との比較については, この 「5 領域」
の内容を示すこととする。 
3.2 生活科と家庭科及び幼稚園 「5 領域」 における類
似点
生活科の内容と, 家庭科及び幼稚園 「5 領域」 の内容
を比較し類似点を分析した。 結果を表1 , 表2 , 表3 , 
表 4 にまとめた。 なお家庭科の内容欄と生活科の内容欄
に示 し た太枠の内容は, 類似点と し て永田 ・ 鈴木
(2018) が示したものである。
生活科の第 1 の階層の内容と類似する点は表1 の通り
である。 幼稚園 「5領域」 における 「健康」 の 「(1)先
生や友達と触れ合い, 安定感をもって行動する。」 「(8) 
幼稚園における生活の仕方を知り, 自分たちで生活の場
を整えながら見通しをもって行動する。」 及び, 「人間関
係」 の 「(1) 先生や友達と共に過ごすことの喜びを味わ
う。」 の内容が, 生活科 (1)における, 周囲の人々や先生
や友達との過ごし方や, 楽しく安心して学校生活を送る
内容として類似している。
「健康」 の 「(6)健康な生活のリズムを身に付ける。」
「(7)身の回りを清潔にし, 衣服の着脱, 食事, 排泄など
表 1 生活科と家庭科及び幼稚園 「5 領域」 の内容に関する類似点①
家庭科の内容 生活科の内容 幼稚園 「5 領域」 の内容 
【学校, 家庭及び地域の生活に関する内 
容】 
(1) 学校生活に関わる活動を通して, 学 
校の施設の様子や学校生活を支えてい 
る人々や友達, 通学路の様子やその安全 
を守っている人々などについて考える 
ことができ, 学校での生活は様々な人や 
施設と関わっていることが分かり, 楽し 
く安心して遊びや生活をしたり, 安全な 
登下校をしたり しようとする。 
「健康」 
(1) 先生や友達と触れ合い, 安定感をもつ 
て行動する。 
(8) 幼稚園における生活の仕方を知り, 
自分たちで生活の場を整えながら見通し 
をもって行動する。 
「人間関係」 
(1) 先生や友達と共に過ごすことの喜び 
を味わう。 
A 家族・ 家庭生活 
(2) 家庭生活と仕事 
ア 家庭には, 家庭生活を支える仕事が 
あり, 互いに協力し分担する必要がある 
こ とや生活時間の有効な使い方につい 
て理解すること。 
イ 家庭の仕事の計画を考え, 工夫する 
こと。 
(3) 家族や近隣の人々とのかかわり 
ア 次のような知識を身に付けること。 
(ア) 家族との触れ合いや団らんの大切 
さについて理解すること。 
(2) 家庭生活に関わる活動を通して, 家 
庭における家族のことや自分でできる 
ことなどについて考えることができ, 家 
庭での生活は互いに支え合っているこ 
とが分かり, 自分の役割を積極的に果た 
したり, 規則正しく健康に気を付けて生 
活したり しようとする。 
「健康」 
(6) 健康な生活のリズムを身に付ける。 
(7) 身の回りを清潔にし, 衣服の着脱, 食 
事, 排泄などの生活に必要な活動を自分 
でする。 
(9) 自分の健康に関心をもち, 病気の予防 
などに必要な活動を進んで行う。 
「人間関係」 
(2) 自分で考え, 自分で行動する。 
(3) 自分でできることは自分でする。 
A 家族・ 家庭生活 
(3) 家族や近隣の人々とのかかわり 
ア 次のような知識を身に付けること。 
(イ) 家庭生活は地域の人々との関わり 
で成り立っていることが分かり, 地域の 
人々との協力が大切であること を理解 
すること。 
(3) 地域に関わる活動を通して, 地域の 
場所やそこで生活したり働いたりして 
いる人々について考えることができ, 自 
分たちの生活は様々な人や場所と関わ 
っていることが分かり, それらに親しみ 
や愛着をもち, 適切に接したり安全に生 
活したり しようとする。 
「健康」 
(10)危険な場所, 危険な遊び方, 災害時 
などの行動の仕方が分かり, 安全に気を 
付けて行動する。 
「人間関係」 
(13) 高齢者をはじめ地域の人々などの自 
分の生活に関係の深いいろいろな人に親 
しみをもつ。 
「環境」 
(10) 生活に関係の深い情報や施設などに 
興味や関心をもつ。 
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の生活に必要な活動を自分でする。」 「(9)自分の健康に
関心をもち, 病気の予防などに必要な活動を進んで行う。」
及び, 「人間関係」 の 「(2)自分で考え, 自分で行動する。」
「(3) 自分でできることは自分でする。」 の内容が, 生活
科(2) における, 自分でできることを考え, 自分の役割
を果たしたり, 規則正しく健康に気を付けて生活したり
する内容として類似している。 また, 家庭科においては, 
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「A家族 ・ 家庭生活」 (2) 家庭生活と仕事, (3) 家族や近
隣の人々とのかかわり, の内容に類似性が示されている。
「健康」 の 「(10)危険な場所, 危険な遊び方, 災害時
などの行動の仕方が分かり, 安全に気を付けて行動す
る。」, 「人間関係」 の 「(13)高齢者をはじめ地域の人々
などの自分の生活に関係の深いいろいろな人に親しみを
もつ。」 及び, 「環境」 の 「(10)生活に関係の深い情報や
表 2 生活科と家庭科及び幼稚園 「5 領域」 の内容に関する類似点②
家庭科の内容 生活科の内容 幼稚園 「5 領域」 の内容 
【身近な人 ,々 社会及び自然と関わる活 
動に関する内容】 
(4) 公共物や公共施設を利用する活動 
を通して, それらのよさを感じたり働き 
を捉えたりすることができ, 身の回りに 
はみんなで使うものがあることやそれ 
を支えている人々がいることなどが分 
かるとと もに, それらを大切にし, 安全 
に気を付けて正しく利用しようとする。 
「人間関係」 
(12) 共同の遊具や用具を大切にし, みん 
なで使う。 
(5) 身近な自然を観察したり, 季節や地 
域の行事に関わったりするなどの活動 
を通して, それらの違いや特徴を見付け 
ることができ, 自然の様子や四季の変 
化, 季節によって生活の様子が変わるこ 
とに気付く とと もに, それらを取り入 
れ, 自分の生活を楽しく しようとする。 
「環境」 
(3) 季節により自然や人間の生活に変化 
のあることに気付く。 
(6) 身近な自然を利用したり, 身近にあ 
る物を使ったりするなどして遊ぶ活動 
を通して, 遊びや遊びに使う物を工夫し 
てつく ることができ, その面白さや自然 
の不思議さに気付く とともに, みんなと 
楽しみながら遊びを創り出そうとする。 
「環境」 
(1) 自然に触れて生活し, その大きさ, 美 
しさ, 不思議さなどに気付く。 
(2)生活の中で, 様々な物に触れ, その性 
質や仕組みに興味や関心をもつ。 
(4) 自然などの身近な事象に関心をもち, 
取り入れて遊ぶ。 
(7) 身近な物や遊具に興味をもってかか 
わり, 考えたり, 試したり して工夫して 
遊ぶ。 
「表現」 
(5) いろいろな素材に親しみ, 工夫して遊 
ぶ。 
(7) かいたり, つく ったりすること を楽し 
み, 遊びに使ったり, 飾つたりなどする。 
(7) 動物を飼ったり植物を育てたりす 
る活動を通して, それらの育つ場所, 変 
化や成長の様子に関心をもって働きか 
けることができ, それらは生命を様子に 
関心をもち, また, それらは生命をもつ 
ていることや成長していることに気付 
く と と もに, 生き物への親しみをもち, 
大切にしようとする。 
「環境」 
(5) 身近な動植物に親しみをもって接し, 
生命の尊さに気付き, いたわったり, 大 
切にしたりする。 
(8) 自分たちの生活や地域の出来事を 
身近な人々と伝え合う活動を通して, 相 
手のことを想像したり伝えたいことや 
伝え方を選んだりすることができ, 身近 
な人々と関わることのよさや楽しさが 
分かるとともに, 進んで触れ合い交流し 
ようとする。 
「人間関係」 
(1) 先生や友達と共に過ごすことの喜び 
を味わう。 
(5) 友達と積極的にかかわりながら喜び 
や悲しみを共感し合う。 
(6) 自分の思ったことを相手に伝え, 相手 
の思っていることに気付く。 
(7) 友達のよさに気付き, 一緒に活動する 
楽しさを味わう。 
(10) 友達とのかかわりを深め, 思いやり 
をもつ。 
「言葉」 
(4) 人の話を注意して聞き, 相手に分かる 
ように話す。 
(10) 日常生活の中で, 文字などで伝える 
楽しさを味わう。 
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施設などに興味や関心をもつ。」 の内容が, 生活科 (3) 
における, 地域に関わる活動を通して, 自分でできるこ
とを考え, 安全に生活したりしようとする内容として類
似している。 家庭科においては, 「A家族 ・ 家庭生活」
(3)家族や近隣の人々とのかかわり, の内容に類似性が
示されている。
生活科の第 2 の階層の内容と類似する点は表2 の通り
である。 「人間関係」 の 「(12)共同の遊具や用具を大切
にし, みんなで使う。」 の内容が, 生活科 (4)における, 
みんなで使う ものを大切に正しく利用する内容として類
似している。
「環境」 の 「(3)季節により自然や人間の生活に変化
のあることに気付く。」 の内容が, 生活科 (5) における, 
自然の様子や四季の変化, 季節によって生活の様子が変
わることに気付く内容として類似している。
「環境」 の 「(1) 自然に触れて生活し, その大きさ, 
美しさ, 不思議さなどに気付く。」 「(2)生活の中で, 様々
な物に触れ, その性質や仕組みに興味や関心をもつ。」
「(4) 自然などの身近な事象に関心をもち, 取り入れて遊
ぶ。」 「(7) 身近な物や遊具に興味をもってかかわり, 考
えたり, 試したり して工夫して遊ぶ。」 及び, 「表現」 の
「(5) いろいろな素材に親しみ, 工夫して遊ぶ。」 「(7) か
いたり, つく ったりすることを楽しみ, 遊びに使ったり, 
飾つたりなどする。」 の内容が, 生活科 (6) における, 身
近な自然を利用して遊ぶ活動を通し, その面白さや自然
の不思議さに気付いたり, みんなと楽しみながら遊びを
創り出したりする内容として類似している。
「環境」 の 「(5) 身近な動植物に親しみをもって接し, 
生命の尊さに気付き, いたわったり, 大切にしたりする。」
の内容が, 生活科 (7) における, 動物を飼ったり植物を
育てたりする活動を通して, 生き物への親しみをもち, 
大切にしよう とする内容として類似している。
「人間関係」 の 「(1)先生や友達と共に過ごすことの
喜びを味わう。」 「(5) 友達と積極的にかかわりながら喜
びや悲しみを共感し合う。」 「(6) 自分の思ったことを相
手に伝え, 相手の思っていることに気付く。」 「(7)友達
のよ さに気付き, 一緒に活動する楽しさを味わう。」
「(10)友達とのかかわりを深め, 思いやり をもつ。」 及び, 
「言葉」 の 「(4)人の話を注意して聞き, 相手に分かるよ
うに話す。」 「(10) 日常生活の中で, 文字などで伝える楽
しさを味わう。」 の内容が, 生活科 (8) における, 身近な
人々と伝え合う活動をし, 関わることのよさや楽しさが
わかるとともに, 進んで触れ合い交流をする内容と して
類似している。 家庭科においては, 生活科の第 2 の階層
の中に, 類似性はないことが明らかである。
生活科の第 3 の階層の内容と類似する点は表3 の通り
表 3 生活科と家庭科及び幼稚園 「5 領域」 の内容に関する類似点③
家庭科の内容 生活科の内容 幼稚園 「5 領域」 の内容 
A 家族・ 家庭生活 
(1) 自分の成長と家族・ 家庭生活 
ア 自分の成長を自覚し, 家庭生活と家 
族の大切さや家庭生活が家族の協力に 
よって営まれていることに気付く こと。 
【自分自身の生活や成長に関する内容】 
(9) 自分自身の生活や成長を振り返る 
活動を通して, 自分のことや支えてくれ 
た人々について考えることができ, 自分 
が大きく なったこと, 自分でできるよう 
になったこと, 役割が増えたことなどが 
分かるとともに, これまでの生活や成長 
を支えてくれた人々に感謝の気持ちを 
もち, これからの成長への願いをもつ 
て, 意欲的に生活しようとする。 
「健康」 
(7)身の回りを清潔にし, 衣服の着脱, 食 
事, 排泄などの生活に必要な活動を自分 
でする。 
「人間関係」 
(2) 自分で考え, 自分で行動する。 
(3) 自分でできることは自分でする。 
表 4 生活科と家庭科及び幼稚園 「5 領域」 の内容に関する類似点④
家庭科の内容 生活科の内容 幼稚園 「5 領域」 の内容 
B 衣食住の生活 
(1 ) 食事の役割 
イ 楽しく食べるために日常の食事の 
仕方を考え, 工夫すること。 
(2) 調理の基礎 
イ おいしく食べるために調理計画を 
考え, 調理の仕方を工夫すること。 
「健康」 
(5) 先生や友達と食べることを楽しみ, 食 
べ物への興味や関心をもつ。 
C 消費生活・ 環境 
(1) 物や金銭の使い方と買物 
ア 買物の仕組みや消費者の役割が分 
かり, 物や金銭の大切さと計画的な使い 
方について理解すること。 
(2) 環境に配慮した生活 
ア 自分の生活と身近な環境との関わ 
りや環境に配慮した物の使い方などに 
ついて理解すること。 
イ 環境に配慮した生活について物の 
使い方などを考え, 工夫すること。 
「環境」 
(7) 身近なものを大切にする。 
「生活科」 の学習内容に関する現状と課題及び教材の提案
である。「健康」 の 「(7) 身の回りを清潔にし, 衣服の着
脱, 食事, 排泄などの生活に必要な活動を自分でする。」
及び, 「人間関係」 の 「(2)自分で考え, 自分で行動する。」
「(3) 自分でできることは自分でする。」 の内容が, 生活
科 (9)における, 自分自身のことに関して, 自分ででき
るようになったことや役割が増えたことなどがわかる内
容と して類似している。 家庭科においては, 「A 家族 ・ 
家庭生活」 (1) 自分の成長と家族 ・ 家庭生活の内容に類
似性が示されている。
それぞれの内容を分析した結果, これまで上述したよ
うに生活科と家庭科及び幼稚園 「5 領域」 の内容には類
似している点がある。 一方で生活科の内容には含まれて
いないが, 家庭科と幼稚園 「5領域」 に類似している点
があることが分かった(表 4 )。「健康」 には, 「(5)先生
や友達と食べることを楽しみ, 食べ物への興味や関心を
もつ。」 の内容がある。 指導を行う際には, 「食べ物への
興味や関心」 をもち, 「日常の食事を大切に」 する態度
が育まれるように考慮するよう示されている。 家庭科で
は 「B衣食住の生活」 (1)食事の役割, (2)調理の基礎, 
の学習がそれに値する。 食に関する指導にあたり, 内容
の取扱いには 「食育の充実に資するように配慮すること。」
と示され, 食べることへの興味や関心, 態度の育成が求
められている点において類似している。
また, 「環境」 には, 「(7)身近なものを大切にする。」
の内容がある。 指導を行う際には, 「無駄なことをしな
いようにする気持ち」, 「公共の物を大切にしようとする
気持ち」 などを育てるよう に考慮するよう示されている。 
家庭科では, 「C消費生活と環境」 (1) 物や金銭の使い方
と買物, (2) 環境に配慮した生活, の学習がそれに値す
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る。 内容には身近な物の大切さと計画的な使い方を理解
することや, 環境に配慮した物の使い方などを考え工夫
することなどの学習が含まれ類似している。
以上のことから, 生活科の学習内容である(1) から(9) 
には, 幼稚園 「5 領域」 の内容が含まれることが分かっ
た。 特に 「健康」 「人間関係」 「環境」 の内容が多く, 
「言葉」 「表現」 は少なかった。 「言葉」 のねらいには
「言葉で表現する力を養う。」 ことが含まれ, 「表現」 の
ねらいには 「創造性を豊かにする。」 ことが含まれてい
る。 つまり, 幼小連携の視点では, 教科の特性上, 国語
や図画工作の学習内容に大いに含まれるものであろう。
家庭科の学習内容との比較では, 先に述べた永田 ・ 鈴
木 (2018) によって, 「A家族 ・ 家庭生活」 の内容が類
似点として挙げられたが, 「B衣食住の生活」 と 「C消
費生活と環境」 の内容には, 「健康」 や 「環境」 の内容
に類似している点があることが分かった。 幼小連携の視
点では, 生活科の学習に, 食に関する内容及び物の大切
さや使い方に関する内容が含まれることが望まれる。 も
しくは, 家庭科の全ての内容と幼稚園 「5領域」 との類
似性が示されたことによって, 低学年から家庭科の学習
を導入し独立して行うことも可能であろう。 それにより
教科の積み上げや, 幼小のスムーズな接続が期待できる
と考える。 以降, 類似点に焦点を当て, 幼小連携におけ
る図書教材を提示する。 
3.3 調査用カタログの選定
学校図書館用カタログの中から, 調査用カタログと し
て A カタログ(農文協2018) とB カタログ(ポプラ社
2018) ) の2 冊を選定した。 基準は図書紹介欄に, 対象
表 5 A カタログから抽出したアイテムと収録図書
NO アイテム名 収録図書名 冊数 
1 季節と行事と食べ物のよ 
みきかせ絵本 
「クリスマスのあかいもの」 「かえうたかえうたこいのぼり」 「ぼんちやんのぼんや 
すみ」 「く まのこのと しこ し」 「おじいちやんちのたうえ」 「ゆめちやんのハロウイー 
ン」 「まんまるいけのおつきみ」 「いもいもほりほり」 「せつぶんのひのおにいっか」 
「たなばたまつり」 「ひみつひみつのひたまつり」 「えんそく おにぎり」 「いもほりコ
ロッケ」 「おぞうにく らべ」 「ひなまつりのちらしずし」 
既刊 
15巻 
2 親子で楽しむプレNE0図 
鑑 
「かず・ かたちの図鑑」 「きせつの図鑑」 「既干に く ごの図鑑」 「せかいの図鑑」 「に 
っぼんの図鑑」 「よのなかの図鑑」 「くふうのずかん」 「げんきの図鑑」 「ふしぎの図 
鑑」 「せいかつの図鑑」 
全 10巻 
3 調べてみよう 名前のひ 
みつ 
植物編 「どんぐり図鑑」 「雑草図鑑」, 生きもの編 「昆虫図鑑」 「海の生きもの図鑑」 全4 巻 
4 やさしく わかる 星とう 
ちゆうのふしぎ 
「月と地きゆう」 「太ようとわく 星」 「星とせいざ」 全 3 巻 
5 どうぶつの赤ちやんとお 
かあさん 
「ライオン」 「ゴリラ」 「チーター」 「ヒグマ」 「オランウータン」 「ラ ッコ」 「ゾウ」 「ト 
ラ」 
全 8 巻 
6 足元のすてきな世界 甲 
斐信枝のかがく絵本セッ
ト
「雑草のく らし」 「ざっそう」 「たねがとぶ」 「ちようちよ」 「はやく こないかな」 「つ 
く し」 「のげしとおひさま」 「稲と日本人」 
全 8 巻 
7 〔図書館版〕 スクール鬼 
ごっこ 
「めざせ! 鬼ごっこ博士」 「鬼ごっこを楽しむ」 「鬼ごっこはスポーツだ」 全 3 巻 
8 たのしいあやと リ大図鑑 「みんなであやとり」 「ひとりであやとり」 全 2 巻 
9 たのしいちしきえほん 
第 3期 7巻セット
「もちかたのえほん」 「和食のえほん」 「みんなの防災えほん」 「きのこのふしぎえほ 
ん」 「たべかたのえほん」 「生命の歴史えほん」 「天気のふしぎえほん」 
全 7 巻 
10 わく わく たべもの おは 
なしえほん 
「おいしいみず」 「ぐるうんぐるん」 「そらのおっぱい」 「う しおく んとはすひめちや 
ん」 「ト コロウとテンジロウ」 「ひよろのつぽく ん」 「おたねさん」 「ぼく のひよこ」 「ビ
ッグバーン! 」 「ほなまた」 「いもほりこうだい ホー リーとホーレ」 「ぬ一ぐぬぐ」 
既刊 12 
巻 
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となる読者層や教科名などの記載がある, また, シリー
ズや関連本などをまとめてセッ ト化し, アイ テムと して
いるものである。 これらは目的別に選定しやすく, 購入
後の環境を整えやすいと考える。 なお, 作家のインタビュー
欄が多く, 書籍が分かりにくいと判断したものは含めな
いものと した。 
3.4 調査用カタログの図書分析
A カタログには872アイテムが, B カタログには278ア
イ テムが収録されている。 A カタロ グからの抽出には
「生活科」 と 「生活」 及び 「小学校初級」 の表示のある
ものとし, 10アイテムが該当した(表 5 )。 その内, 写
真や絵を含む図鑑が7 アイテム(NO 2 , 3 , 4 , 5 , 
7 , 8 , 9 ) , 物語性のある絵本が3 アイテム(No t , 
6 , 10) であった。 この10アイテムには, 自然や環境, 
動植物を扱った図書が収録されており, 主に生活科(5) 
から(7) , 幼稚園 「環境」 の内容に関するものであった。
B カタログからの抽出には 「生活 ・ 理科」 及び 「小学
校低学年」 の表示のあるものと し, 12アイテムが該当し
た (表 6 )。 12アイテムは全て写真や絵を含む図鑑であっ
た。 また, A カタログと同様に, 自然や環境, 動植物を
扱った図書が収録されており, 生活科の(5) から(7) , 幼
稚園 「環境」 の内容に関するものであった。
以上の結果から, 学校図書館用カタログには, 生活科
表 6 B カタログから抽出したアイテムと収録図書
NO アイテム名 収録図書名 冊数 
11 ふしぎいつぱい写真絵 
本 
「ダンゴムシみつけたよ」 「しようたとなっと う」 「ミ ミズのふしぎ」 「ぼく じように 
きてね」 「うんちレストラン」 「めだかのぼうけん」 「「まちのこ うもり」 「どこにいる 
の ? シヤク トリムシ」 「むしをたべるく さ」 「クラゲゆらゆら」 「ハサミムシのおやこ」 
「いのちのカプセルまゆ」 「竹とぼく とおじいちやん」 「ヘ ビのひみつ」 「たんぼのカ 
エルのだいへんしん」 「クモのいと」 「むしのかお」 「きのこふわり胞子の舞」 「じゆ 
えきレストラン」 「おかしなゆき ふしぎなこおり」 「イ ソギンチヤクのふしぎ」 「タ 
ガメのいるたんぼ」 「イモムシ」 「ここにいるよ! ナメ クジ」 「わたしはカメ ムシ」 「ア 
リと く らすむし」 「いそのたかまたち」 「さかなだってねむるんです」 「むしこぶみつ 
けた」 「やさいの花」 「さかなのたまご」 「地球の森のハート さがし」 
既干ll 
32 巻 
12 しぜんのひみつ写真館 「ぜんぶわかる! タンポポ」 「ぜんぶわかる! モンシロチ ョウ」 「ぜんぶわかる! メ 
ダカ」 「ぜんぶわかる! アサガオ」 「ぜんぶわかる! カイ コ」 「ぜんぶわかる! イネ」 
「ぜんぶわかる! トンボ」 「ぜんぶわかる! アゲハ」 
既刊 
8巻 
13 NHKダー ウインが来 
た ! 生きもの新伝説 
おどろき写真ストーリ
「スゴわざ! えものと り名人」 「かわいい! あかちやんがいっぱい」 「はく りよく ! 
大きな生きもの」 「守ろう! 絶減のおそれがある生きもの」 「ふしぎ! 身近な生きも 
ののく らし」 「びっく り! 生きものたちの巨大なむれ」 
全 6 巻 
14 みいつけた ! みぢかな 
いきもの 
「にわやつうがく ろの ちいさないきもの」 「く さはらの ちいさないきもの」 「ぞ 
うきばやしの ちいさないきもの」 「みずべの ちいさないきもの」 「しおだまりの 
ちいさないきもの」 
全 5 巻 
15 コツがまるわかり! 生 
き物の飼いかた 
「動物を飼おう ! ①ハムスター・ モルモッ ト・ シマリス」 「動物を飼おう ! ②ウサギ・
ヤギ・ ミニブタ」 「鳥を飼おう! ①セキセイイ ンコ ・ ブンチ ョウ・ ジュウシマツ ・ カ
ナリア」 「鳥を飼おう! ②ニワト リ ・ ハト ・ クジヤク」 「魚を飼おう! メ ダカ ・ グッ
ピー・ キンギョ ・ ドジョウ」 「水辺の生き物を飼おう! ザリガニ・ カニ・ オタマジヤ 
クシ・ ウーパールーパー ・ カメ」 「虫を飼おう! ①ヵブトムシ・ クワガタムシ・ アゲ 
ハの幼虫・ カイ コ ・ スズムシ」 「虫を飼おう! ②ヤゴ・ ゲンゴロウ・ タガメ ・ アリ ・ 
ダンゴムシ・ カタツムリ」 
全 8 巻 
16 もってあるけるポケッ
トずかん 
「1 がっきのずかん」 「なつやすみのずかん」 「2 がっきのずかん」 「3 がっきのずか 
ん」 
全 4 巻 
17 見わける ! 調べる ! し 
ぜんかんさつずかん 
「見わける! 調べる ! しぜんかんさつずかん春」 「見わける! 調べる ! しぜんかんさ 
つずかん夏」 「見わける! 調べる ! しぜんかんさつずかん秋」 「見わける! 調べる ! 
しぜんかんさつずかん冬」 
全 4 巻 
18 学校のまわりの生きも 
のずかん 
「学校のまわりの生きものずかん春」 「学校のまわりの生きものずかん夏」 「学校の 
まわりの生きものずかん秋」 「学校のまわりの生きものずかん冬」 
19 学校まわりの植物ずか 
ん 
「花の色でさがせる春の草花」 「花の色でさがせる夏の草花」 「花の色でさがせる秋 
の草花」 「冬ごしのすがたでさがせる冬の草花」 「葉の形でさがせるみぢかな木」 
全 5 巻 
20 めざせ ! 栽培名人 花 
と野菜の育てかた 第 
1期 
「種で育てる花 アサガオ・ ヒマワリ ・ ホウセンカ」 「球根・ 宿根で育てる花 チュ
ーリ ップ・ スイセン・ キク」 「実を食べる野菜 トマ ト ・ ナス ・ カボチャ」 「葉を食 
べる野菜 キャベツ ・ ホウレンソウ・ モロヘイヤ」 「花や芽を食べる野菜 ブロッコ
リー ・ アスパラガス ・ ミ ョウガ」 「根や茎などを食べる野菜 タイ コン・ ゴボウ・ タ 
マネギ」 「多肉植物 アロエ ・ サボテン・ シヤコバサボテン」 「ハーブ バジル・ パ
セリ ・ シソ ・ ローズマリー」 
全 8 巻 
21 めざせ ! 栽培名人 花 
と野菜の育てかた 第 
2期 
「種で育てる花 マリーゴール ド ・ コスモス ・ サルビア」 「水栽培の花・ 野菜 ヒヤ
シンス ・ クロッカス ・ コマツナ ・ レタス」 「実を食べる野菜 ゴーヤ・ キュウリ ・ オ
クラ」 「根や茎などを食べる野菜 ニンジン・ カブ ・ シ ヨウガ」 「こく もつ イネ ・ 
トウモロコシ・ ソバ」 「イモ ジヤガイモ ・ サツマイモ ・ サトイモ」 「マメ ダイズ・ 
ソラマメ ・ イ ンゲンマメ」 「く だもの イチゴ・ メ ロン・ ブルーベリー」 
全 8 巻 
22 宇宙のひみつがわかる 
えほん 
「どうやって, 宇宙へいく の? 」 「なぜ, 宇宙へいく の? 」 「なぜ, 星は光っている 
の ? 」 「宇宙人はほんとにいるの? 」 「わたしたちは, 星からうまれたの? 」 「宇宙な 
ぜなぜQ&A」 
全 6 巻 
「生活科」 の学習内容に関する現状と課題及び教材の提案
の学習内容を含む図書が収録されているが, 主に第2の
階層である(5) から(7) の学習内容であることが分かった。 
永田・ 鈴木(2018) は家庭科に関する生活科の教材が少
ないことを指摘しているが, 図書についても同様に, 生
活科の(2) , (3) , (9) の内容に関連する図書は, 見当た
らないのが現状である。 しかし(5) から(7) の学習内容に
ついては, 写真や絵を含む図鑑がある。 幼小連携の環境
整備として, これらを幼稚園と小学校ともに準備するこ
とを提案したい。 つまり見慣れ親しんだ図書を授業で活
用することは, 児童が抵抗なく受け入れやすいものと考
える。 一方で, カタログによる図書の購入には, 学習内
容や環境整備に偏りが生じる恐れがあることが分かった。 
4 . まとめ及び今後の課題
本稿では生活科の学習内容の現状と課題を, 家庭科と
幼稚園 「5 領域」 との比較から見出したものである。 生
活科の学習内容には, 幼稚園 「5領域」 の内容と類似し
ている点が多く, 特に 「健康」 「人間関係」 「環境」 の領
域に類似性が見られた。 しかし, 「健康」 「環境」 の領域
の中には, 食に関する内容や物の大切さや使い方に関す
る内容が含まれる。 この2 点についは, 生活科には類似
する内容が無く, 家庭科の 「B衣食住の生活」 と 「C消
費生活と環境」 の内容に類似していることが分かった。 
幼小連携の視点では, 生活科の中に食に関する内容及び
物の大切さや使い方に関する内容を含めることが望まれ
る。 もしくは, 低学年から家庭科の学習を導入し, 独立
して学習を行うことも可能であろう。 これらを検討する
ための研究の積み上げは今後の課題である。
次に幼小連携における生活科の教材として, 学校図書
館用カタログから活用可能な図書を抽出した。 結果, 生
活科の第 2 の階層である(5) から(7) の学習内容に適した
図書教材が提案できた。 これらを幼稚園や小学校ともに
環境整備の 1 つとして準備することは, スムーズな接続
へとつながるものと考える。 しかしカタログから図書を
購入する際には, 偏りが生じる恐れがあり, 学習内容を
網羅することは難しい。 そのため偏り を補える教材の充
実は今後の課題である。 
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